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 クライシスプランについて  

 

みなさんは、『クライシスプラン』を聞かれたことがありますか？ 

クライシスプランとは、『安定した状態の維持、また病状悪化の兆候がみられた際の自己対処

と支援者の対応について、病状が安定している時に合意に基づき作成する計画』（野村照

幸：訪問看護と介護、2017）と定義されています。簡単に説明すると、どのような状態が、

安定している時なのか。悪くなるとどのような症状がでるのか、その時はどうすれば良いのかをあ

らかじめ決めておく計画書のことです。 

精神科の病気は、症状に波が出るものです。「入院しないこと」を目標にするあまり、強制入

院となり結果的に長い入院となってしまうことがあります。自分がしんどくなる時はどんな時か、

どんな症状がでるのか、その時はどうすれば良いのかを振りかえり、早期介入の目安や行動を

考えていきます。また、しんどいからデイケアや作業所を休む、と考えてしまう患者さまも多いの

ですが、しんどいながらのデイケアや作業所での過ごし方を考えます（この視点を持たれてい

ない方がとても多いです）。クライシスプランを作るだけで、自分の症状やしんどくなるきっかけ

が客観的に振り返られ、安定されることもあります。 

また、クライシスプランはあらかじめ、家族や訪問看護などの支援者、デイケアや作業所など日

中を過ごす場所のスタッフと共有しておくことが重要です。いざという時、周りにどう伝えれば良

いのか分からなくなることも多いため、患者さんによっては、相手への伝え方、相手からどのよう

な声かけをしてほしいのかなどもあらかじめ決めておきます。 

クライシスプランは、病状や経過に踏まえて、常に見直しを 

行っていく必要があります。後述するグループホームに入居の 

際には、入院中からクライシスプランを作成し、デイケア・訪問 

看護師と連携を図っています。 
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 グループホームについて 

当院は、グループホームを２棟併設しており 

（グループホームたいむ、たいむあるふぁ）精神科へ通院されている 

患者さまが、地域で生活できる住居の提供、生活の支援を行っています。日中活動や、家

デイケアや作業所などの日中活動や、家事や清掃の頻度、金銭管理 

など、利用者さまの能力や治療ゴールにあわせて個別に設定し、 

グループホームスタッフが援助を行います。 

グループホームの特色として、夕食は本院からの病院食を利用することができ、管理栄養士

のバランスの取れた献立を保温された状態でお届けしています。（現在は、すべての入居者

さまが利用されています！） 

利用には原則、自立支援医療と福祉手帳の取得をお願いしています。 

⇒入所等のご相談や費用等、詳細は、グループホーム（073-477-5454）もしくは、病院

外来までご相談ください。 

 

 デイケアの新プログラムのお知らせ 

  デイケアで、公認心理士の先生によるコミュニケーション講座が始まりました。 

他人と上手く距離を取るにはどうすれば良いのか？もともと人気であったお困りごと相談

（SST：生活技能訓練）をもっと色々な利用者さまに参加していただけるよう、心理士の

先生方が、わかりやすいスライドを使った講義にして、新しいプログラムを作ってくださいました！ 

人間のストレスのうち９割は、対人関係によるものと言われています。他人の感情や言葉に

振り回されず、自分自身の気持ちを大切にして、生活できるようになっていきたいですね。 

⇒水曜日午前の全８回のプログラムです。詳しくは、デイケアスタッフ、もしくは当院HP をご

覧ください。 

 編集後記：あけましておめでとうございます。みなさんは、２０２０年どのような年にしたいですか？   

当院の病院の理念に「地域のニーズに答える」があります。和歌山にも IR が来るとか来ないとか・・・。ギャ

ンブル依存症が地域のニーズになるかも？しれません。ギャンブルの他にも、アルコールや薬物など、外来を

受診される依存症の患者さまが増えていると感じます。依存症治療には、依存行動に至った振り返りや、

代替行動の取得などのリハビリテーションが重要なウエイトを占め、多職種によるチーム医療がとても大切に

なります。２０２０年は依存症の勉強に、病院全体として取り組みたいと思っています。今年も田村病

院および病院ニュースをどうぞよろしくお願いします。 

 


